
三条看護・医療・歯科衛生専門学校（仮称）

Sanjo City Council

今年12月完成予定の三条市体育
文化会館、分譲が始まった帯織街
苑、来年4月開校予定の三条看護・
医療・歯科衛生専門学校（仮称）、
造成中の工業流通団地です。いず
れも完成が楽しみですね!!
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議会を傍聴しませんか？
次の定例会の
開催予定は
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市
民

のくらしと三条市議会をつなぐ一冊
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今号の主な内容

議会だよりへのご意見・ご要望は、こちらまで。
電話：0256-34-5583  FAX：0256-33-8861
メール：gikaij@city.sanjo.niigata.jp 検 索三条市議会

インターネットでも情報発信中！
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令和元年(2019年)６月定例会（6月17日～７月１日）
三条市税条例等の一部改正
三条技能創造大学校舎棟建設建築本体工事　ほか

市政を問う
質疑・大綱質疑：三条市介護保険条例の一部改正について　ほか

討　　論：三条技能創造大学校舎棟建設工事に係る請負契約の締結について  ほか

一般質問：大型公共工事の現地を見て回って出された意見について　ほか　

報告
政務活動費収支：平成30年度政務活動費収支報告（平成30年5月１日～平成31年3月31日）

常任委員会審査レポート：はしご車では10階までの消火活動を想定　ほか

工業流通団地

三条市体育文化会館

帯織街苑

発行／三条市議会　編集／議会報編集委員会　責任者／議長  阿部銀次郎

三条市議会事務局
電話：0256-34-5583 F a x：0256-33-8861
https://www.city.sanjo.niigata.jp/ E-mail：gikaij@city.sanjo.niigata.jp
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議会報編集委員会

　９日　第94回北信越市議会議長会定期総会　～１０日（福
井県福井市）

１２日　議会報編集委員会
１７日　議会運営委員会
１８日　議会報編集委員会
２７日　議会報編集委員会

　７日　愛媛県西条市議会視察来条　７名
　　　　地方議会総合研究所研修[自由クラブ]
　　　　（東京都豊島区）
　９日　日本自治創造学会研究大会[清風クラブ]
　　　　～１０日（東京都千代田区）
１０日　埼玉県八潮市議会視察来条　７名
１４日　鳥取県米子市議会視察来条　４名
２０日　岩手県一関市議会視察来条　９名
２１日　千葉県千葉市議会視察来条　１名
２２日　静岡県焼津市議会視察来条　７名　～２３日
３０日　地方議員研究会セミナー[無所属]
　　　　～３１日（東京都新宿区）
３１日　長野県安曇野市議会視察来条　１名

１０日　各派代表者会議
　　　　議案概要説明会
　　　　議会運営委員会
　　　　高等教育機関調査特別委員会
　　　　市民福祉・総務文教・経済建設常任委員連合協議会
１１日　第95回全国市議会議長会定期総会
　　　　（東京都千代田区）
１２日　第118回市議会議員共済会代議員会
　　　　（東京都千代田区）
１４日　議会運営委員会
　　　　市民福祉常任委員協議会
１７日　本会議[全国市議会議長会表彰状伝達式、提案説明]
１８日　本会議[大綱質疑～委員会付託]
１９日　本会議[一般質問]
２０日　本会議[一般質問]
２１日　本会議[一般質問]
２４日　市民福祉常任委員会
２５日　経済建設常任委員会
　　　　経済建設常任委員協議会
２６日　総務文教常任委員会
２８日　各派代表者会議
　　　　議会運営委員会

　１日　本会議[委員長報告～採決]
　　　　議会運営委員会

この印刷物は、
植物油インクと再生紙を
使用しています。

　近年、記録的豪雨、記録的暑さが当たり前となり、今年から
災害時に、避難行動が容易にとれるよう、防災情報を解りや
すく提供する取り組みが始まりました。
　7.13水害から15年、7.29水害から8年が経過し、自助・共

助・公助についても、常に見直しを行っていくことが必要となっ
ており、議会でも活発な議論を行っています。この市議会だよ
りで、それらを感じていただければ幸いです。市民の皆さんの
ご意見・ご要望をお聞かせください。

4 月

5 月

6 月

7 月

　３日(火)　本会議　決算審査特別委員会設置、提
案説明

　５日(木)　本会議　大綱質疑～委員会付託
　６日(金)　本会議　一般質問
　９日(月)　本会議　一般質問
１０日(火)　本会議　一般質問
１１日(水)　市民福祉常任委員会
１２日(木)　経済建設常任委員会
１３日(金)　総務文教常任委員会
１７日(火)　決算審査特別委員会（市民福祉分科会）
１８日(水)　決算審査特別委員会（経済建設分科会）
１９日(木)　決算審査特別委員会（総務文教分科会）
２４日(火)　決算審査特別委員会
２６日(木)　本会議　委員長報告～採決

９月定例会日程
９月

議 会 日 誌

編 集 後 記

議員
表彰

　６月定例会の初日、永年にわたり市政発
展に尽力された功績を称え、全国市議会議
長会からの議員在職20年以上の特別表彰
が横山一雄議員に、議員在職15年以上の
一般表彰が小林 誠議員および佐藤宗司議
員にそれぞれ伝達されました。

小林  誠議員　　　 佐藤宗司議員　　　横山一雄議員
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〔市長提出〕

人
　
　
　
事

議第１号 教育委員会委員の任命につ
いて

教育委員会委員渡辺厚志さんは、令和元年７月25日任期満了するこ
ととなるので、その後任委員として松井啓子さんを任命するもの
任期：４年

○ ○ ○ ○ ○ 同意

議第２号 公平委員会委員の選任につ
いて

公平委員会委員久住和裕さんは、令和元年６月29日任期満了するこ
ととなるので、その後任委員として久住和裕さんを選任するもの
任期：４年

○ ○ ○ ○ ○ 同意

議第３号 固定資産評価審査委員会
委員の選任について

固定資産評価審査委員会委員横山正志さんは、令和元年６月29日任
期満了することとなるので、その後任委員として横山正志さんを選任
するもの　任期：３年

○ ○ ○ ○ ○ 同意

条
　
　
　
　
　
　
　
　
例

議第４号 三条市税条例等の一部改
正について

地方税法の一部改正に伴い、本市においてもこれに準じて規定を整
備するなど、必要な改正を行うもの　施行期日：公布の日等 総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議第５号 三条市都市計画税条例の
一部改正について

用途地域の変更等に伴い、課税対象とする土地および家屋を改める
ため、必要な改正を行うもの　施行期日：公布の日 総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議第６号 三条市手数料条例の一部
改正について

地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部改正に伴い、同政
令に基づき定めている手数料について、必要な改正を行うもの
施行期日：令和元年10月１日

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第７号
三条市家庭的保育事業等
の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正
について

家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準の一部改正に伴
い、本市においてもこれに準じるため、必要な改正を行うもの
施行期日：公布の日

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第８号
三条市放課後児童健全育
成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一
部改正について

放課後児童健全育成事業の設備および運営に関する基準の一部改
正に伴い、放課後児童支援員の認定資格研修に係る要件を改めるこ
とから、必要な改正を行うもの　
施行期日：公布の日

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第９号 三条市介護保険条例の一
部改正について

介護保険法施行令の一部改正に伴い、低所得者の介護保険料を軽
減するため、必要な改正を行うもの
施行期日：公布の日（平成31年４月１日から適用）

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第10号 三条市火災予防条例の一部改正について

住宅用防災機器の設置および維持に関する条例の制定に関する基
準を定める省令の一部改正に伴い、住宅用防災警報器等の設置の免
除に関する基準が改められたことなどから、必要な改正を行うもの
施行期日：公布の日

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

そ
　
　
の
　
　
他

議第11号 三条市体育文化会館の指定管理者の指定について

三条市体育文化会館の指定管理者として、一般社団法人三条まちづ
くり会社を指定するもの
指定の期間：令和元年12月１日から令和６年３月31日まで

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第12号 市道路線の認定について 認定路線　２路線　　実延長　116.5ｍ 経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第13号
三条技能創造大学校舎棟
建設建築本体工事請負契
約の締結について

鉄骨造　地上４階建
延べ面積　15,254.49㎡
契約金額　33億円
契約者　水倉・小柳・桑原特定共同企業体

総務文教常任委員会 ○ ○ × ○ ※1 同意

議第14号
三条技能創造大学校舎棟
建設電力設備工事請負契約
の締結について

電力設備工事一式
契約金額　5億1,480万円
契約者　ユアテック・斎藤・大原特定共同企業体

総務文教常任委員会 ○ ○ × ○ ※1 同意

議第15号
三条技能創造大学校舎棟
建設通信設備工事請負契
約の締結について

通信設備工事一式
契約金額　3億360万円
契約者　本間・長谷テクニカル特定共同企業体

総務文教常任委員会 ○ ○ × ○ ※1 同意

議 案 賛 否 一 覧 表 ○：議案に対して賛成
×：議案に対して反対
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そ
　
　
の
　
　
他

議第16号
三条技能創造大学校舎棟
建設空調設備工事請負契
約の締結について

空調設備工事一式
契約金額　7億4,140万円
契約者　ケンオウ・新潟断熱特定共同企業体

総務文教常任委員会 ○ ○ × ○ ※1 同意

議第17号
三条技能創造大学校舎棟
建設衛生設備工事請負契
約の締結について

衛生設備工事一式
契約金額　2億5,960万円
契約者　サンライフ・山本特定共同企業体

総務文教常任委員会 ○ ○ × ○ ※1 同意

議第18号
スポーツ・文化・交流複合施
設アリーナ棟建設建築本体
工事請負契約の一部変更に
ついて

平成30年３月23日締結したスポーツ・文化・交流複合施設アリーナ
棟建設建築本体工事請負契約について、インフレスライド条項を適用
するとともに、施設の機能向上を図るため変更するもの
変更前契約金額 17億5,867万3,080円
変更後契約金額 17億7,252万980円

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議第19号 動産の取得について
はしご付消防自動車１台
取得金額　2億2,770万円
契約者　新潟モリタ株式会社

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 同意

予
　
　
　
算

議第20号 令和元年度三条市一般会計補正予算

社会福祉法人等が行う介護施設や障がい者支援福祉施設の整備に
対する補助金のほか、多面的機能支払交付金制度の拡充に伴う交付
金などについて、必要な予算措置を行うもの
補正額 4憶2,971万9,000円
補正後の額 534億6,771万9,000円

総務文教常任委員会
市民福祉常任委員会
経済建設常任委員会

○ ○ × ○ ※1
原案
可決

議第21号 令和元年度三条市介護保険事業特別会計補正予算

消費税の引上げに伴い、低所得の第1号被保険者に対する介護保険
料を軽減するため、その所要額を一般会計から繰入れ、第1号被保険
者保険料を減額するほか、介護報酬の改定等に伴うシステム改修に
要する経費を措置するもの
補正額 90万8,000円
補正後の額 97億1,320万8,000円

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第22号 令和元年度三条市一般会計補正予算

国の委託金を受けて実施する鍛冶職人の熟練技術の継承に資する
指導システムの構築・評価に係る経費について、必要な予算措置を行
うもの
補正額 1,496万円
補正後の額 534億8,267万9,000円

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

報
　
　
　
　
　
　
　
告

報第１号 専決処分報告について（控
訴の提起について）

新潟地方裁判所平成29年（ワ）第70号損害賠償請求事件に係る平成
31年３月18日の同裁判所の判決について、東京高等裁判所に控訴
を提起したもの
控訴の相手方（被控訴人）：株式会社石本建築事務所
専決処分日：平成31年３月28日

総務文教常任委員会 ○ ○ × ○ ※1 承認

報第２号
専決処分報告について（三
条市税条例等の一部改正に
ついて）

地方税法等の一部を改正する法律（平成31年法律第２号）が平成31
年３月29日に公布され、同年４月１日から施行されたことに伴い、本
市においてもこれに準じ、必要な改正を行ったもの
専決処分日：平成31年３月29日
施行期日：公布の日等

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 承認

報第３号
専決処分報告について（三
条市国民健康保険税条例
の一部改正について）

地方税法施行令等の一部を改正する政令（平成31年政令第87号）が
平成31年３月29日に公布され、同年４月１日から施行されたことに
伴い、本市においてもこれに準じ、必要な改正を行ったもの
専決処分日：平成31年３月29日
施行期日：平成31年４月１日

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 承認

報第４号
専決処分報告について（平
成30年度三条市一般会計
補正予算）

嵐南小学校・第一中学校プールの不具合に係る損害賠償請求訴訟に
ついて、第一審において市の請求が棄却されたことから、控訴に係る
経費について、必要な予算措置を行ったもの
補正額 194万6,000円
補正後の額 513億2,164万6,000円
専決処分日：平成31年３月28日

総務文教常任委員会 ○ ○ × ○ ※1 承認

報第５号
専決処分報告について（平
成30年度三条市一般会計
補正予算）

寄附採納に伴う財政調整基金等への積立てについて、必要な予算措
置を行ったもの
補正額 5,025万円
補正後の額 513億7,189万6,000円
専決処分日：平成31年３月31日

総務文教常任委員会
経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 承認

人
事諮第１号 人権擁護委員候補者の推

薦について

人権擁護委員皆川賢一さんおよび関﨑淑子さんは、令和元年９月30
日任期満了することとなるので、その後任委員候補者として皆川賢一
さんおよび関﨑淑子さんを推薦するもの　委員の任期：３年

○ ○ ○ ○ ○ 同意

〔議員発案〕

意
見
書
議員発案
第 １ 号

30人以下学級実現及び義
務教育費国庫負担制度の
復元を求める意見書の提出
について

学級規模を30人以下とし、義務教育費国庫負担割合を復元するよう
要望する意見書を提出するもの
提出先：内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、文部科
学大臣

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

〔請　　願〕
請
願
請　　願
第 ６ 号

30人以下学級実現及び義
務教育費国庫負担制度の
復元を求める請願

学級規模を30人以下とし、義務教育費国庫負担割合を復元するよう
要望する意見書の提出を求めるもの 総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 採択

※１　佐藤宗司議員は賛成、長橋一弘議員は反対 ↖3ページへ続く
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議
第
４
号

三
条
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

Q
三
条
市
へ
の
影
響
額
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

A
こ
の
た
び
の
改
正
は
、
住
宅
を
購
入

し
た
場
合
の
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
や
軽

自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
減
税
等
で
、
い

ず
れ
も
本
年
10
月
１
日
以
降
に
適
用
さ
れ

る
。
影
響
額
に
つ
い
て
は
、
個
々
個
別
の
状

況
に
よ
り
軽
減
税
等
が
変
わ
る
の
で
試
算
は

難
し
い
。

議
第
９
号

三
条
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

Q
今
回
の
条
例
改
正
は
、
低
所
得
者
の

介
護
保
険
料
を
軽
減
す
る
も
の
だ

が
、
こ
の
軽
減
額
は
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
定

め
ら
れ
た
も
の
か
。
ま
た
、
来
年
度
以
降
軽

減
措
置
は
さ
ら
に
拡
充
さ
れ
て
い
く
の
か
。

A
こ
の
た
び
の
軽
減
措
置
は
、
本
年
10

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
の
引

き
上
げ
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
特
に
所
得
が

少
な
い
第
1
段
階
と
第
２
段
階
に
区
分
さ
れ

て
い
る
方
に
つ
い
て
、
保
険
料
基
準
額
に
乗

ず
る
割
合
を
現
行
よ
り
０
・
15
引
き
下
げ
る

も
の
で
、
令
和
元
年
度
に
つ
い
て
は
、
半
年

分
に
当
た
る
０
・
０
７
５
の
引
き
下
げ
と
な

る
も
の
。

来
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
本
来
の

０
・
15
の
引
き
下
げ
と
な
る
も
の
。

議
第
11
号

三
条
市
体
育
文
化
会
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

Q
今
回
の
指
定
に
当
た
っ
て
指
定
管
理

者
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
求
め
公
募

し
た
の
か
。
ま
た
、
指
定
さ
れ
た
団
体
は
ど

の
よ
う
な
人
が
参
加
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
指
定
管
理
者
の
公
募
に
際
し
て
は
、

施
設
お
よ
び
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
向

上
さ
せ
る
手
法
や
市
民
に
喜
ば
れ
る
魅
力
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
自
主
事
業
と
し
て
提
案
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
求
め
た
。

ど
の
よ
う
な
人
が
参
加
し
て
い
る
の
か
に

は
、
市
の
施
設
の
指
定
管
理
の
受
託
者
や
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
る
。

議
第
20
号

令
和
元
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補

正
予
算

報
第
１
号

専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て
（
控
訴

の
提
起
に
つ
い
て
）

報
第
４
号

専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て
（
平
成

30
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正
予

算
）Q

嵐
南
小
学
校
、
第
一
中
学
校
プ
ー
ル

の
不
具
合
に
係
る
裁
判
と
関
連
費
用

の
支
出
に
つ
い
て
、
議
員
の
目
を
ふ
さ
い
で

お
い
て
専
決
処
分
し
た
理
由
は
何
か
。

A
控
訴
の
期
間
は
、
第
一
審
判
決
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
の
間
に
控
訴

す
る
か
ど
う
か
を
弁
護
士
と
協
議
を
重
ね

た
上
で
控
訴
す
る
判
断
に
至
っ
た
。
そ
の

判
断
に
至
っ
た
時
点
に
お
い
て
、
議
会
を

招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
専
決
処
分
と
な
っ
た
。

Q
判
決
文
の
中
で
、
市
長
が
被
告
の

説
明
に
対
し
、「
学
校
を
は
じ
め

我
々
が
ど
れ
だ
け
苦
し
ん
で
い
る
か
分
か

る
か
、
私
は
こ
の
学
校
に
政
治
生
命
を
か

け
て
い
る
」
と
発
言
し
て
い
る
が
、
ど
う

い
う
意
味
か
。

A
判
決
内
容
等
に
対
す
る
こ
と
は
、

現
在
係
争
中
な
の
で
答
弁
は
差
し

控
え
る
。

議
第
22
号

令
和
元
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補

正
予
算

Q
伝
統
的
地
場
産
業
振
興
事
業
費
は
国

の
委
託
を
受
け
、
若
手
鍛
冶
職
人
の

技
術
習
得
の
短
期
化
等
を
図
る
た
め
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
機
器
を
活
用
し
た
熟
練

技
術
継
承
指
導
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
評
価
を

行
う
と
の
説
明
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
や
り
、
ど
の
よ
う
な
実
証
成
果
を
目
指

し
て
い
る
の
か
。

A
多
く
の
鍛
冶
製
品
に
共
通
す
る
仕
上

げ
段
階
の
研
ぎ
の
工
程
に
着
目
し
、

最
も
普
及
し
て
い
る
和
包
丁
を
対
象
に
技
術

の
開
発
を
試
み
る
こ
と
で
、
今
後
の
技
術
伝

承
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
利
用
す
る
可
能
性
に
つ
い
て

検
証
を
し
て
い
く
。

Q
新
た
に
委
託
先
の
公
募
は
行
わ
ず
、

株
式
会
社
も
の
づ
く
り
学
校
と
越
後

三
条
鍛
冶
集
団
に
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

A
株
式
会
社
も
の
づ
く
り
学
校
、
越
後

三
条
鍛
冶
集
団
と
連
携
し
て
取
り
組

む
こ
と
と
し
、委
託
先
の
公
募
は
行
わ
な
い
。

Q
予
算
の
具
体
的
な
内
訳
は
ど
う
か
。

A
越
後
三
条
鍛
冶
集
団
の
習
熟
技
術
の

事
業
協
力
に
55
万
円
、
シ
ス
テ
ム
開

発
と
開
発
シ
ス
テ
ム
の
実
証
評
価
を
行
う
株

式
会
社
も
の
づ
く
り
学
校
に
１
３
５
３
万

円
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
電
波
利
用

上
の
評
価
を
す
る
新
潟
県
工
業
技
術
総
合
研

究
所
に
委
託
料
88
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

会 派 所 属 議 員

自 由 ク ラ ブ ○久住　久俊　　阿部銀次郎　　佐藤　和雄　　森山　　昭　　武石　栄二　　野嵜　久雄　　馬場　博文

清 風 ク ラ ブ ○西川　重則　　横山　一雄　　山田　富義　　岡田　竜一　　名古屋　豊　　酒井　　健

日本共産党議員団 ○小林　　誠　　西沢　慶一　　坂井　良永

公 明 党 議 員 団 ○野崎　正志　　笹川　信子

無 所 属 　佐藤　宗司　　長橋　一弘

※○：会派の代表者

質
疑 

・
　大
綱
質
疑

質
疑 

・
　大
綱
質
疑

6 月定例会では、
1 会派が質疑、
2 会派が大綱質疑
を行いました。

市政の 　を
問いました

??
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大
型
公
共
工
事
の
現
地
を

見
て
回
っ
て
出
さ
れ
た
意

見
に
つ
い
て

　

三
条
市
の
将
来
の
期
待
と
同
時
に
う

ま
く
ま
と
ま
る
の
か
危
機
感
を
感
じ
た
と

い
う
意
見
も
多
く
あ
っ
た
。
市
長
は
最
後

ま
で
責
任
を
も
っ
て
ま
と
め
る
の
か
、
途

中
で
や
め
て
投
げ
出
し
て
し
ま
う
こ
と
は

な
い
の
か
。

　

私
自
身
が
市
長
で
あ
る
限
り
全
力
で

市
政
の
運
営
に
当
た
る
。

　

帯
織
街
苑
は
、
商
業
施
設
が
近
く

に
な
い
。
も
し
売
れ
残
っ
た
ら
ど
う
す
る

の
か
。

　

各
種
販
売
促
進
策
に
取
り
組
み
つ
つ
、

栄
工
業
流
通
団
地
に
進
出
す
る
企
業
に
も

販
売
を
勧
め
て
い
き
た
い
。

　

栄
工
業
流
通
団
地
は
、
一
企
業
に
便

宜
を
図
っ
て
造
っ
て
や
る
と
い
う
う
わ
さ

も
あ
る
。
公
平
性
を
ど
う
保
つ
の
か
。

　

一
定
の
選
考
基
準
に
基
づ
い
て
調
整

を
進
め
て
い
る
の
で
、
公
平
性
で
問
題
が

生
じ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

新
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
、
あ

れ
だ
け
の
施
設
で
15
年
し
か
も
た
な
い
と

い
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
や
資
源
化
の
推
進
な
ど

に
よ
る
廃
棄
物
の
減
量
化
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
極
力
長
い
埋
め
立
て
期
間
を
確
保

で
き
る
よ
う
努
め
る
。

県
央
基
幹
病
院
再
検
討
、

カ
ネ
よ
り
命
！

　

知
事
が
県
議
会
で
県
央
基
幹
病
院
再

検
討
を
明
言
し
た
こ
と
を
ど
う
捉
え
る
か
。

　

三
条
市
は
県
の
一
挙
手
一
投
足
を
注

視
し
続
け
る
立
場
。
そ
も
そ
も
県
財
政
と

県
央
地
域
の
住
民
の
命
を
守
る
と
い
う
医

療
関
係
の
整
備
を
同
じ
土
俵
で
議
論
す
べ

き
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
当
事
者
で
あ
る

医
療
関
係
者
が
数
々
の
十
分
な
議
論
を
積

み
重
ね
た
上
で
令
和
５
年
度
早
期
開
院
に

至
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
明
確
な
事
実

で
、「
カ
ネ
が
大
事
か
、
人
命
が
大
事
か
」

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
地
域
住
民
の
命
を

守
る
こ
と
を
最
優
先
す
る
の
が
当
然
の
こ

と
。
現
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
規
模
と
も

に
予
定
通
り
進
め
て
い
く
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

知
事
に
望
む
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
二

人
の
三
条
市
選
出
県
議
の
役
割
を
ど
う
考

え
る
か
。

　

聡
明
な
知
事
に
は
合
理
的
な
判
断
を

し
て
い
た
だ
け
る
と
期
待
し
て
い
る
。
両

県
議
に
は
三
条
市
と
し
て
の
基
本
的
な
考

え
を
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
代
弁
し
て
い
た
だ

き
た
い
。



日
本
共
産
党
議
員
団

議
第
13
号
か
ら
議
第
17
号　

三
条
技
能
創
造
大
学
校
舎
棟
建

設
工
事
に
係
る
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

大
学
そ
の
も
の
の
設
置
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と

い
う
立
場
か
ら
反
対
す
る
。

議
第
20
号　

令
和
元
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
う

ち
プ
ー
ル
裁
判
費
用
、
報
第
１
号　

専
決
処
分
報
告
に
つ
い

て
（
控
訴
の
提
起
に
つ
い
て
）、
報
第
４
号　

専
決
処
分
報
告

に
つ
い
て
（
平
成
30
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）
の
う

ち
プ
ー
ル
関
連
予
算
に
つ
い
て

　

判
決
文
を
議
会
に
示
さ
ず
議
員
の
目
を
ふ
さ
ぎ
、
そ
の
上

時
間
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
議
会
の
審
議
を
踏
ま
え
る

こ
と
な
く
専
決
処
分
と
し
た
こ
と
は
、
横
暴
な
や
り
方
で
許

せ
な
い
。

　

判
決
文
で
指
摘
さ
れ
た
原
告
内
部
に
お
い
て
、
プ
ー
ル
の

利
用
方
法
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
。
特
定
行
政
庁
で
あ
り
な
が
ら
、
建
築
設
計
に
関
し
何
ら

専
門
的
知
識
を
有
し
て
い
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
に
失
当
と

言
わ
れ
た
の
に
対
し
、
大
い
に
反
省
し
、
今
後
そ
の
教
訓
を

生
か
す
べ
き
。

　

ま
た
、
判
決
文
で
は
三
条
市
の
主
張
は
こ
と
ご
と
く
退
け

ら
れ
、
失
当
と
言
わ
れ
た
の
が
４
ケ
所
、
原
告
の
訴
え
を
い

ず
れ
も
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
の
が
11
ケ

所
。

　

お
よ
そ
勝
ち
目
の
な
い
裁
判
に
市
民
の
税
金
を
使
っ
て
続

け
る
こ
と
が
三
条
市
の
教
育
に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
の
意
義
が

あ
る
の
か
。

　

三
条
市
の
教
育
行
政
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
も
大
き
な
障

害
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
反
対
す
る
。



自
由
ク
ラ
ブ

　

嵐
南
小
学
校
・
第
一
中
学
校

プ
ー
ル
訴
訟
に
つ
い
て
、
専
決
処

分
を
し
た
の
は
認
め
ら
れ
な
い
と

の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
が
、
第
一

審
判
決
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
い
う
三
条
市
の
立
場
を
支
持

す
る
。
控
訴
の
期
限
が
迫
っ
て
い

る
中
、
遅
疑
逡
巡
し
て
い
る
と
相

手
側
に
思
わ
せ
な
い
よ
う
に
、
間

髪
入
れ
ず
控
訴
す
べ
き
で
あ
り
、

専
決
処
分
も
や
む
な
し
と
い
う
の

が
全
員
の
意
見
。

　

第
一
審
判
決
で
は
、
三
条
市
の

主
張
を
「
当
事
者
能
力
な
し
」「
失

当
」
と
い
う
激
越
な
表
現
ま
で

使
っ
て
批
判
し
て
お
り
、
こ
の
判

決
を
覆
す
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
を
以

て
き
ち
ん
と
反
論
し
、
第
二
審
で

は
絶
対
勝
つ
と
の
意
気
込
み
で
取

り
組
み
、
勝
訴
す
る
こ
と
を
強
く

願
う
。
こ
の
件
に
関
わ
る
補
正
予

算
に
つ
い
て
も
同
様
の
理
由
で
賛

成
す
る
。

一般質問
～6月定例会ダイジェスト～

ＡＱ議員の
　 三条市の

&

帯織街苑の現地見学の様子

県央基幹病院イメージ図(新潟県ホームページより)

市議会の会議の様子を自由にご覧いただけます市議会の会議の様子を自由にご覧いただけます
市議会の会議を見たいのですが… 各種会議を公開しています。

※16歳未満の人は、成人の付き添いが必要です。Ｑ A

どこに行けばいいのですか？ 定例会や臨時会の本会議は三条庁舎5階、
その他は4階です。Ｑ A

開催日は、市ホームページ、市議会だより等でお知らせします。

三条市役所三条庁舎 三条庁舎正面玄関前 エレベーターで５階または４階へ
受付簿に記入します 傍聴席からの議場

会議の
資料です

5階議場の場合エレベーターを
降りて「左」へ

7 さんじょう市議会だより／Ｎｏ.33 6さんじょう市議会だより／Ｎｏ.33



愛
称
募
集
、開
館
前
に
な
ぜ

し
な
い
!?  

　

市
民
の
関
心
を
高
め
る
目
的
は
も
ち

ろ
ん
、
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
、
広
報
が
二
度

手
間
と
な
ら
な
い
よ
う
、
三
条
市
体
育
文

化
会
館
の
愛
称
は
開
館
に
合
わ
せ
て
募
集

し
決
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
民
に
実
際
に
施
設
を
利
用
い
た
だ

き
な
が
ら
募
集
し
て
い
き
た
い
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
推
進
に
つ
い
て

　

コ
ソ
ボ
共
和
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

　

選
手
団
の
宿
泊
先
や
練
習
相
手
な
ど

の
滞
在
環
境
を
整
え
、
好
成
績
が
収
め
ら

れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。
市
民
と
選

手
の
交
流
が
深
ま
る
よ
う
推
進
す
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
に
お
け

る
市
民
の
気
運
醸
成
は
ど
う
か
。

　

詳
細
は
12
月
末
頃
に
公
表
さ
れ
る
。

地
元
小
中
学
生
を
中
心
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
を
沿
道
で
応
援
す
る
な
ど
新

潟
県
や
燕
市
と
連
携
し
て
検
討
す
る
。

空
き
家
等
へ
の
対
策
に

つ
い
て

　

空
き
家
が
増
え
て
い
る
が
管
理
不
全

の
特
定
空
き
家
の
件
数
は
ど
う
か
。

　

特
定
空
き
家
と
認
定
し
た
件
数
は

１
９
５
件
で
、
更
地
な
ど
の
改
善
は
１
１
４

件
、
令
和
元
年
５
月
末
現
在
で
は
、
未
改

善
の
特
定
空
き
家
は
81
件
で
あ
る
。

　

特
定
空
き
家
等
に
認
定
さ
れ
た
不
良

住
宅
の
解
体
費
の
一
部
を
助
成
す
る
除
却

費
補
助
金
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

本
来
的
に
個
人
が
適
切
に
管
理
す
べ

き
財
産
に
対
し
て
、
公
的
な
支
援
を
行
う

こ
と
は
公
平
性
、
平
等
性
の
観
点
か
ら
慎

重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

他
の
自
治
体
等
の
動
向
を
注
視
し
、
引
き

続
き
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
活
用
状
況
は
ど

う
か
。

　

平
成
27
年
度
の
創
設
時
か
ら
現
在
ま

で
の
間
、
34
件
の
登
録
を
行
い
、
こ
れ
ま

で
12
件
の
成
約
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

投
票
所
に
入
る
こ
と
が

で
き
る
子
ど
も
に
つ
い
て

　

投
票
所
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
子
ど

も
の
年
齢
が
、
18
歳
未
満
ま
で
拡
大
さ
れ

た
。
調
査
に
よ
る
と
、
投
票
率
は
子
ど
も

の
頃
に
親
に
つ
い
て
投
票
に
行
っ
た
人
の

方
が
、
つ
い
て
い
か
な
い
人
よ
り
20
ポ
イ

ン
ト
以
上
高
い
。
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。

　

子
ど
も
の
時
に
親
と
一
緒
に
投
票
所

に
行
く
こ
と
は
、
意
識
啓
発
と
し
て
一
定

の
効
果
が
あ
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
今

後
、
広
報
さ
ん
じ
ょ
う
等
を
通
じ
て
周
知

に
努
め
た
い
。

音
声
に
よ
る
緊
急
通
報
の

困
難
な
人
に
つ
い
て

　

聴
覚
、
言
語
機
能
障
が
い
の
人
の
Ｎ

ｅ
ｔ
1
1
9
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

　

既
に
導
入
し
て
い
る
燕
・
弥
彦
の
消

防
本
部
や
、
そ
の
他
に
導
入
が
検
討
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に

つ
い
て

　

高
齢
者
が
人
生
の
終
末
期
に
迎
え
る

死
に
備
え
て
、
自
身
の
希
望
な
ど
を
書
き

と
ど
め
て
お
く
の
が
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
で
あ
る
。
現
在
の
「
わ
た
し
の
安
心
ノ
ー

ト
」
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　

一
般
的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
加
え
る

な
ど
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

幼
児
教
育
の
無
償
化
に

つ
い
て

　

市
内
に
あ
る
幼
稚
園
・
保
育
園
の
幼

児
教
育
費
は
今
年
10
月
か
ら
無
償
と
な
る

の
か
。

　

３
歳
児
以
上
は
無
償
化
と
考
え
て
い

る
。
副
食
費
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
実

績
か
ら
積
算
中
で
あ
る
。

嵐
南
小
学
校
・
第
一
中
学
校

プ
ー
ル
損
害
賠
償
裁
判
、判

決
結
果
に
つ
い
て

　

裁
判
結
果
に
関
し
て
市
長
と
教
育
長

の
所
感
は
ど
う
か
。

　

係
争
中
な
の
で
答
弁
は
差
し
控
え
る
。

　

専
決
処
分
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

　

緊
急
を
要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す

る
時
間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と

認
め
ら
れ
る
時
は
、
首
長
は
そ
の
議
決
す

べ
き
事
件
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。　

時
間
が
な
か
っ
た
の
か
。

　

２
週
間
し
か
な
か
っ
た
。

　

市
民
に
広
報
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　

広
報
は
不
要
と
考
え
る
。

　

調
停
段
階
か
ら
新
潟
地
裁
の
判
決
ま

で
に
か
け
た
費
用
と
時
間
は
ど
の
く
ら
い

か
。　

２
９
６
万
円
、
職
員
の
人
件
費
は
積

算
し
て
い
な
い
。

三
条
市
の
財
政
問
題
に

つ
い
て

　

三
条
市
の
借
金
比
率（
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
通
常
債
の
割
合
）
は
ど
の
程
度

で
、
県
内
30
市
町
村
中
何
番
目
か
。

　

１
９
４
・
３
％
で
県
内
30
市
町
村
中

30
位
。

　

財
政
指
標
の
読
み
は
ど
う
か
。

　

令
和
５
年
に
①
実
質
公
債
費
比
率
16
・

２
％
、
②
経
常
収
支
比
率
97
・
１
％
、
③

財
政
調
整
基
金
33
億
円
と
読
ん
で
い
る
。

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
の
処
理

　

高
齢
化
も
あ
り
処
理
が
大
変
、
環

境
省
の
要
請
に
基
づ
き
市
で
処
理
で
き
な

い
か
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
が
基
本
、
実
態
を

把
握
し
支
援
の
在
り
方
、
必
要
性
を
研
究
す

る
。中

高
年
の
引
き
こ
も
り

対
策

　

相
談
、
支
援
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

　

福
祉
課
、
相
談
支
援
ル
ー
ム
な
ど
で

相
談
・
支
援
し
て
い
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
社

会
復
帰
就
労
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

名
誉
市
民 

小
林
ハ
ル
さ
ん

生
誕
１
２
０
年

　

来
年
は
生
誕
１
２
０
年
で
映
画
も
公

開
と
な
る
。
市
と
し
て
も
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
行
う
の
か
。

　

映
画
の
試
写
会
、
パ
ネ
ル
展
、
瞽
女

唄
実
演
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

免
許
返
納

　

支
援
策
で
あ
る
デ
マ
ン
ド
交
通
ひ
め

さ
ゆ
り
お
で
か
け
パ
ス
の
割
引
に
つ
い
て
、

効
果
の
検
証
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
問
う
。

　

一
定
の
効
果
は
出
て
い
る
。
今
後
新

た
な
公
共
交
通
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
検

討
を
進
め
る
。

　画像提供：Tokyo2020

名誉市民小林ハルさん Net119で繋がる可能性のある消防本部
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道
路
整
備
の
優
先
順
位

評
価
基
準

　

基
準
を
導
入
し
て
以
降
、
地
域
間
で

事
業
実
施
の
差
が
あ
る
。
地
域
間
格
差
解

消
に
つ
い
て
問
う
。

　

基
準
対
象
外
の
事
業
を
含
め
対
応
し

て
い
る
。

職
員
の
サ
ー
ビ
ス
残
業

　

職
員
組
合
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
サ
ー
ビ

ス
残
業
の
増
加
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
す
る
見
解
と
対
策
を
問
う
。

　

職
場
実
態
を
確
認
し
、
必
要
な
時
間

外
勤
務
に
つ
い
て
は
命
令
を
行
う
こ
と
を

徹
底
す
る
。

嵐
南
小
学
校
・
第
一
中
学
校

プ
ー
ル
訴
訟
に
つ
い
て

　

３
月
18
日
新
潟
地
方
裁
判
所
は
、プ
ー

ル
訴
訟
に
つ
い
て
三
条
市
の
請
求
を
棄
却

す
る
判
決
を
出
し
た
。
三
条
市
は
不
服
と

し
控
訴
し
た
。
議
会
に
は
時
間
的
余
裕
が

な
い
と
し
て
専
決
処
分
で
控
訴
手
続
き
を

行
い
、
こ
の
６
月
定
例
会
に
専
決
処
分
報

告
と
し
て
議
案
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
判

決
の
詳
細
な
内
容
は
何
一
つ
知
ら
さ
れ
て

い
な
い
。
内
容
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
安
易

に
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

情
報
公
開
で
判
決
文
を
確
認
し
た
が
、

事
故
の
直
接
原
因
は
平
成
27
年
６
月
18
日

の
プ
ー
ル
授
業
で
小
学
１
年
生
と
６
年
生

の
3
1
3
人
で
波
づ
く
り
授
業
を
行
い
床

が
た
わ
ん
だ
こ
と
に
よ
る
。

　

25
メ
ー
ト
ル
×
17
メ
ー
ト
ル
（
８
コ
ー

ス
）
の
プ
ー
ル
に
３
１
３
人
が
一
度
に
入

る
と
、
１
人
当
り
の
専
有
面
積
は
約
１
・
３

平
方
メ
ー
ト
ル
。
公
共
の
屋
内
プ
ー
ル
で

は
３
平
方
メ
ー
ト
ル
が
標
準
と
言
わ
れ
て

い
る
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
過
密
な
授
業
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
現
在
で

も
こ
ん
な
授
業
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

現
在
係
争
中
に
つ
き
答
弁
は
差
し
控

え
る
。
プ
ー
ル
授
業
は
一
定
の
教
育
目
標

を
持
っ
て
行
わ
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

一
中
一
体
校
は
、
当
初
か
ら
１
５
０
０

人
規
模
の
マ
ン
モ
ス
校
で
狭
い
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。
今
回
の
プ
ー
ル
事
故
は
そ
れ
を

裏
付
け
た
の
で
は
な
い
か
。

　

現
在
係
争
中
に
つ
き
答
弁
は
差
し
控

え
る
。

家
族
農
業
へ
の
支
援

　

農
業
法
人
や
集
落
営
農
も
経
営
に
苦

労
し
て
い
る
。
家
族
農
業
を
見
つ
め
直
す

必
要
が
あ
り
親
元
就
農
へ
の
支
援
が
必
要

だ
。　

家
族
農
業
や
親
元
就
農
も
担
い
手
と

し
て
重
要
と
考
え
、
農
業
用
機
械
導
入
補

助
金
な
ど
支
援
し
て
い
る
。

農
業
用
水
の
施
設
整
備
へ

の
支
援

　

古
く
な
っ
た
揚
水
機
場
な
ど
の
水
利

施
設
整
備
に
支
援
が
必
要
だ
。

　

国
県
営
事
業
で
水
利
施
設
を
整
備

す
る
場
合
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
助

成
を
行
い
、
農
家
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て

い
る
。

食
品
ロ
ス
削
減
の
推
進

　

国
に
お
い
て
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法

が
全
会
一
致
で
可
決
成
立
し
た
。
今
後
、
地

方
自
治
体
に
も
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
多
く

あ
る
。
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　

廃
棄
物
の
減
量
化
の
観
点
か
ら
も
、

食
品
ロ
ス
の
削
減
を
適
切
に
推
進
す
る
た

め
の
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要

と
考
え
て
い
る
。
ど
う
い
っ
た
形
で
取
り

組
む
こ
と
が
効
果
的
な
の
か
研
究
し
て
い

き
た
い
。

デ
マ
ン
ド
交
通
の
充
実

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
後
を
絶
た
な

い
。
運
転
免
許
証
返
納
者
な
ど
高
齢
者
の

交
通
手
段
の
た
め
に
自
宅
送
迎
な
ど
デ
マ

ン
ド
交
通
を
充
実
す
べ
き
だ
。

　

デ
マ
ン
ド
交
通
の
さ
ら
な
る
改
善
に

努
め
た
い
。
自
宅
送
迎
は
、
タ
ク
シ
ー
と

の
差
別
化
か
ら
現
行
の
停
留
所
間
の
運
行

を
基
本
と
し
て
い
き
た
い
。

三
条
市
と
新
加
茂
市
長
と

の
今
後
の
関
係
に
つ
い
て

　

今
ま
で
前
加
茂
市
長
と
三
条
市
と
の

関
係
は
必
ず
し
も
良
好
と
は
言
え
な
か
っ

た
が
、
新
市
長
は
、
前
市
長
が
認
め
な
か
っ

た
県
央
医
師
会
応
急
診
療
所
へ
の
救
急
搬

送
の
実
施
も
関
係
部
署
に
対
し
て
行
っ
た

り
、
三
条
市
長
を
訪
問
さ
れ
た
り
と
、
良

好
な
関
係
で
推
移
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

市
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

今
の
時
代
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て

近
隣
市
町
村
と
の
連
携
が
不
可
欠
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
新
加
茂
市
長
も
強

く
認
識
を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
に
つ
い

て
は
私
と
し
て
も
大
い
に
歓
迎
を
し
て
お

り
、
同
じ
こ
の
地
に
住
ま
う
者
と
し
て
県

央
地
域
の
発
展
に
向
け
協
力
は
惜
し
ま
な

い
つ
も
り
だ
。

図
書
館
等
複
合
施
設
建
設

基
本
計
画
に
つ
い
て

　

先
般
行
わ
れ
た
３
常
任
委
員
連
合
協

議
会
で
基
本
計
画
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、

市
民
が
長
年
の
要
望
で
あ
っ
た
美
術
関
連

の
展
示
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
か
っ
た
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

図
書
館
等
複
合
施
設
完
成
後
の
現
図

書
館
の
活
用
時
に
お
い
て
、
美
術
関
連
も
含

め
た
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、

体
育
文
化
会
館
に
お
い
て
も
、
マ
ル
チ
ホ
ー

ル
、
マ
ル
チ
ル
ー
ム
、
ア
リ
ー
ナ
お
よ
び
回

廊
部
分
を
最
大
限
活
用
し
て
い
く
。

三
条
市
に
お
け
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

実
施
に
つ
い
て

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
授
業
を
行
う
の
か
。

　

児
童
生
徒
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど

を
体
験
し
な
が
ら
論
理
的
思
考
を
身
に
付

け
る
も
の
。

　

教
職
員
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
研
修
は
ど
の
程
度
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　

昨
年
、
一
昨
年
と
１
月
に
専
門
の
講

師
を
招
い
て
実
施
し
、
今
年
度
は
七
月
に

具
体
的
な
研
修
を
行
う
。

老朽化している農業用水の揚水機場

高齢者のためにデマンド交通の充実を

プログラミング教育授業の様子

嵐
南
小
学
校
嵐
第
一
中
学
校
プ
ー
ル嵐

イ
嵐
ー
嵐
図

図書館等複合施設のイメージ図
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西
潟
為
蔵
氏
の
顕
彰
に

つ
い
て

　

西
潟
為
蔵
氏
は
、
八
十
里
越
道
路
開

通
の
働
き
掛
け
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
振

興
だ
け
で
な
く
、
県
議
会
議
員
５
期
、
第

１
回
帝
国
議
会
か
ら
代
議
士
を
２
期
務
め

る
な
ど
広
く
活
躍
し
た
歴
史
的
人
物
で
あ

り
、
そ
の
精
神
を
将
来
に
継
承
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

小
学
校
の
副
読
本
に
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
図
書
館
等
複
合
施
設
完
成
後
の
現
図

書
館
で
の
顕
彰
の
ほ
か
、
諸
橋
轍
次
記
念

館
で
の
顕
彰
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

音
楽
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の

不
正
薬
物
の
使
用
対
策
に

つ
い
て

　

昨
年
、
中
浦
ヒ
メ
サ
ユ
リ
森
林
公
園

で
行
わ
れ
た
外
部
団
体
イ
ベ
ン
ト
で
、
観

客
の
不
正
薬
物
使
用
が
問
題
と
な
っ
た
が
、

今
年
同
所
で
行
わ
れ
る
三
条
楽
音
祭
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
対
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

警
察
や
関
連
機
関
と
の
調
整
に
よ
り

対
策
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
引
き
続

き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
注
意

喚
起
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

高
齢
者
運
転
の
交
通
事
故

に
つ
い
て

　

国
や
各
自
治
体
が
取
り
組
み
始
め
た

優
遇
措
置
に
対
し
て
、
三
条
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

県
内
で
行
わ
れ
て
い
る
優
遇
策
は
、

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
一
過
性
の

も
の
。
当
市
で
は
デ
マ
ン
ド
交
通
を
充
実

さ
せ
利
用
率
の
高
い
生
活
交
通
環
境
を
整

え
て
き
た
。

　

免
許
返
納
後
の
移
動
手
段
確
保
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

お
で
か
け
パ
ス
利
用
で
の
複
数
乗
車

等
に
よ
り
負
担
の
軽
減
を
図
る
。
新
設
の

公
共
施
設
や
医
療
機
関
に
は
停
留
所
を
新

設
す
る
。

諸
橋
轍
次
記
念
館
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
に
つ
い
て

　

近
年
２
階
建
て
以
上
の
公
共
建
物
に

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
が
多
い
。
30
年

以
上
経
過
し
た
が
設
置
は
可
能
か
。

　

施
設
の
構
造
、
技
術
的
に
も
設
置
は

可
能
。
８
０
０
０
万
円
程
度
費
用
が
必
要

と
な
る
。

　

中
国
重
慶
市
巴
南
区
と
の
友
好
都
市

提
携
記
念
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
。

　

記
念
館
に
設
置
の
考
え
は
な
い
。

４
月
執
行
の
県
議
会
議
員

選
挙
に
つ
い
て

　

投
票
済
み
証
明
書
を
市
の
選
挙
管
理

委
員
会
は
ど
の
よ
う
な
目
的
で
発
行
し
て

い
る
の
か
。

　

投
票
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、

ま
た
県
内
14
市
で
発
行
し
て
い
る
。

三
条
市
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事

業
に
つ
い
て

　

コ
ソ
ボ
共
和
国
の
選
手
団
受
け
入
れ

と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　

選
手
は
10
名
、
ス
タ
ッ
フ
を
合
わ
せ

20
人
程
度
。
宿
泊
、
練
習
施
設
に
万
全
を

尽
く
す
。

西
潟
為
蔵
顕
彰
碑（
福
岡
地
内
）

平成３０年度政務活動費収支報告（平成３０年５月１日～平成３１年３月３１日）

会　派　名
自由クラブ
（７名）

新しい風
（５名）

自民クラブ
（４名）

清風クラブ
（６名）

日本共産党議員団
（３名）

公明党議員団
（２名）

無所属
  （１名）※1

計
  （22名）※２

平成31年２月解散 平成31年２月解散 平成31年２月結成

期　　間
平成30年５月

～

平成31年３月
(11カ月)

平成30年５月

～

平成31年２月
(10カ月)

平成30年５月

～

平成31年２月
(10カ月)

平成31年３月

(１カ月)

平成30年５月

～

平成31年３月
(11カ月)

平成30年５月

～

平成31年３月
(11カ月)

平成30年５月

～

平成31年３月
(11カ月)

収
入
内
訳

政務活動費補助金 2,310,000 1,650,000 1,320,000 180,000 990,000 660,000 360,000 7,470,000

雑入（預金利息） 9 10 6 0 4 3 0 32

収入合計 2,310,009 1,650,010 1,320,006 180,000 990,004 660,003 360,000 7,470,032

支
出
内
訳

調査研究費 1,263,686 224,768 467,758 0 0 0 0 1,956,212

研修費 433,020 95,000 80,000 0 166,524 116,468 317,860 1,208,872

広報費 0 0 0 0 622,050 0 0 622,050

広聴費 0 0 0 0 0 0 0 0

要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0

会議費 0 0 0 0 0 0 0 0

資料作成費 104,629 246,131 0 37,536 10,588 58,279 16,109 473,272

資料購入費 0 0 35,424 0 112,322 65,016 9,915 222,677

人件費 0 0 0 0 0 0 0 0

事務所費 0 0 0 0 0 0 0 0

支出合計 1,801,335 565,899 583,182 37,536 911,484 239,763 343,884 4,483,083

返還金 508,674 1,084,111 736,824 142,464 78,520 420,240 16,116 2,986,949

調査研究費	 会派での先進地の調査研究など、行政視察に要した費用
研　修　費	 会派による研修会、中越地区市議会合同研修会などの参加に要した費用
広　報　費	 会報などの印刷に要した費用
広　聴　費	 会派での住民要望、意見聴取、住民相談などに要した費用
要請・陳情活動費	 会派での要請、陳情活動に要した費用
会　議　費	 会派が行う会議、団体等が開催する会議への参加に要した費用
資料作成費	 パソコンのリース代、コピー用紙代、プリンターインク代などの資料作成に要した費用
資料購入費	 図書、資料などの購入に要した費用
人　件　費	 会派が行う活動を補助する職員の雇用に要した費用
事 務 所 費	 会派が行う活動に必要な事務所の設置、管理に要した費用

※１	平成31年２月から、長橋一弘議員および佐藤宗司議員の２名に変更（平成31年3月分は2名分です）
※２	平成31年２月から、河原井拓也議員および杉井旬議員の辞職により22名から20名に変更

　各会派から平成30年度政務活動費の収支報告が提出されましたので、収支の状況をお知らせします。
　なお、平成30年４月に市議会議員選挙が行われたため、平成30年５月から平成31年３月までの11カ月
分になります。
　政務活動費は、地方議会議員の市政等に関する調査研究に資するための必要な経費の一部として、会派
または議員に対し交付される金銭的給付です。三条市では、市議会における会派に対して、議員１人当た
り月額３万円を年度当初に一括で交付しています。
　この支出に当たっては使途基準に従って行われ、使途の透明性を図るため、支出したもの全ての領収書
の提出が必要になっています。

（単位：円）
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【
議
第
８
号
】

三
条
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
三
条
市
の
放

課
後
児
童
支
援
員
は
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た

影
響
を
受
け
る
か
。

　

新
潟
県
が
実
施
す
る
認
定
資
格
研
修

し
か
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

こ
の
改
正
に
よ
り
新
潟
市
も
研
修
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、新
潟
市
が

市
外
の
職
員
も
受
講
の
対
象
と
す
る
こ
と
を

定
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
、新
潟
県
お
よ
び
新

潟
市
が
開
催
す
る
両
方
の
研
修
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、研
修
の
受
講
機
会
が
増
え
る
。

【
議
第
19
号
】

動
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

こ
の
は
し
ご
車
の
出
動
を
想
定
し
て

い
る
現
場
は
、
三
条
市
内
に
ど
れ
く
ら
い
あ

る
の
か
。

　

三
条
市
内
に
は
４
階
建
て
の
高
層
建

築
物
が
１
８
３
棟
あ
り
、
こ
れ
ら
の
火
災
に

伴
い
出
動
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　

は
し
ご
車
で
届
か
な
い
所
は
、
ど
の

よ
う
に
消
火
活
動
す
る
の
か
。

　

は
し
ご
車
で
は
10
階
ま
で
の
消
火
活

動
を
想
定
し
て
お
り
、
11
階
以
上
の
火
災
に

つ
い
て
は
、
災
害
に
強
い
非
常
用
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
消

防
隊
が
進
入
し
て
、
下
か
ら
の
連
結
送
水
管

で
放
水
す
る
活
動
を
想
定
し
て
い
る
。

【
報
第
１
号
】

専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て（
控
訴
の
提
起

に
つ
い
て
）

【
報
第
４
号
】

専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て（
平
成
30
年
度

三
条
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）

　

小
中
一
貫
教
育
の
名
目
に
よ
る

１
５
０
０
人
の
小
中
一
体
校
に
つ
い
て
、
で

き
た
と
き
か
ら
学
校
運
営
に
問
題
が
生
じ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
懸
念

が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
プ
ー
ル
の
事
故
も
そ

の
中
の
一
つ
で
、
無
理
な
使
い
方
の
中
で
起

き
た
こ
と
だ
と
思
う
。
統
廃
合
を
強
行
し

た
と
こ
ろ
に
弊
害
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

学
校
の
統
廃
合
や
学
校
の
大
規
模
化

の
こ
と
と
今
回
の
プ
ー
ル
の
不
具
合
は
関
係

が
な
い
。

　

裁
判
を
続
け
る
こ
と
が
三
条
市
の
教

育
を
良
く
す
る
こ
と
に
ど
れ
だ
け
の
意
義
が

あ
る
の
か
。

　

三
条
市
の
財
産
を
守
る
と
い
う
意
味

で
必
要
な
こ
と
と
思
っ
て
お
り
、
三
条
市
の

教
育
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
は
思
っ
て
い

な
い
。

　

本
来
議
会
に
上
げ
る
べ
き
だ
っ
た
と
い

う
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
３
月
18
日
に
判
決
が

出
て
、４
月
１
日
が
締
め
切
り
と
い
う
中
で
、

少
な
く
と
も
議
会
を
開
く
と
い
う
何
ら
か
の

努
力
は
し
た
の
か
。

　

議
会
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
一
審

の
判
決
日
が
分
か
っ
た
時
点
で
、
そ
の
後
の

対
応
に
つ
い
て
も
逐
次
相
談
も
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
が
、
方
針
を
決
め
る
こ
と
の
事
の
大

き
さ
と
い
っ
た
部
分
で
慎
重
に
検
討
を
し
た

こ
と
で
、
時
間
が
か
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に

最
終
的
に
議
会
を
開
催
す
る
い
と
ま
が
な
い

と
い
う
状
況
に
な
っ
た
。

　

三
条
市
の
主
張
が
認
め
ら
れ
て
必
ず

勝
つ
と
信
じ
て
い
る
が
、
万
が
一
負
け
て
し

ま
っ
た
場
合
、
き
ち
ん
と
説
明
で
き
る
よ
う

体
制
を
整
え
て
も
ら
い
た
い
。

　

ど
う
い
う
状
況
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ

と
を
き
ち
ん
と
説
明
で
き
る
よ
う
に
し
て
ま

い
り
た
い
。

　

付
託
さ
れ
た
議

案
の
う
ち
、
議
第

13
号
か
ら
議
第
17

号
、
議
第
20
号
、

報
第
１
号
お
よ
び

報
第
４
号
は
賛
成

多
数
で
、
そ
の
他

は
全
員
異
議
な
く

原
案
の
通
り
決
定

す
べ
き
も
の
と
し

た
。

【
議
第
11
号
】

三
条
市
体
育
文
化
会
館
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
の
応
募
は
何
件
あ
っ
た

の
か
。

　

現
地
見
学
会
に
は
８
団
体
が
参
加
し

た
が
、
結
果
的
に
は
一
般
社
団
法
人
三
条
ま

ち
づ
く
り
会
社
１
件
の
応
募
で
あ
っ
た
。

　

１
件
だ
け
の
応
募
だ
と
、
公
平
な
競

争
原
理
が
働
か
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
う

い
っ
た
競
争
原
理
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　

そ
も
そ
も
公
募
を
し
て
い
る
わ
け
で
、

そ
の
中
で
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
公

平
な
競
争
原
理
で
あ
る
。
選
定
に
当
た
っ
て

は
、
外
部
委
託
等
審
査
委
員
会
で
、
応
募

者
か
ら
の
提
案
を
精
査
し
、
私
ど
も
の
コ
ン

セ
プ
ト
に
基
づ
き
施
設
運
営
し
て
い
た
だ
け

る
か
ど
う
か
と
い
う
視
点
で
判
断
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
文
化
団
体
協
会
な

ど
の
方
々
が
こ
の
三
条
ま
ち
づ
く
り
会
社
の

設
立
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
方
が
社
員
や
役

員
な
ど
と
し
て
入
っ
て
お
り
、
各
種
事
業
に

お
い
て
連
携
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
く
方
針

で
あ
る
。

【
議
第
18
号
】

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
交
流
複
合
施
設
ア

リ
ー
ナ
棟
建
設
建
築
本
体
工
事
請
負
契

約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

柔
道
畳
の
規
格
を
全
日
本
柔
道
連
盟

公
認
規
格
か
ら
国
際
柔
道
連
盟
公
認
規
格

に
変
更
し
た
理
由
は
何
か
。

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
コ
ソ
ボ
共
和
国
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
と
な
る
こ
と
か
ら
柔
道
女
子
の
事
前

合
宿
に
対
応
す
る
た
め
と
、
市
と
し
て
も
国

際
的
な
利
用
に
対
応
で
き
る
こ
と
か
ら
規
格

を
変
更
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
市
で
行
わ
れ
る
柔
道
大
会

は
国
際
規
格
で
行
う
の
か
。

　

国
際
規
格
の
畳
を
敷
き
詰
め
た
中
で

工
夫
を
し
て
、
そ
の
大
会
の
基
準
で
試
合
を

行
え
る
よ
う
に
す
る
。

　

国
際
柔
道
連
盟
公
認
規
格
に
変
更
す

る
と
面
積
は
ど
の
く
ら
い
増
え
る
の
か
。
ま

た
、
畳
の
サ
イ
ズ
を
大
き
く
し
た
た
め
、
観

客
席
が
狭
く
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
影
響
は

な
い
の
か
。

　

１
面
約
34
平
方
メ
ー
ト
ル
の
増
と
な

る
が
、
設
計
段
階
か
ら
余
裕
を
持
っ
た
広
さ

で
計
画
し
て
お
り
、
観
客
席
の
広
さ
に
影
響

を
及
ぼ
す
と
は
考
え
て
い
な
い
。

【
議
第
20
号
】

令
和
元
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助
成
金
に
つ

い
て
、
今
年
度
南
中
自
治
会
と
西
裏
館
１
か

ら
３
丁
目
自
治
会
が
助
成
団
体
と
な
っ
て
い

る
が
、
他
の
自
治
会
か
ら
の
申
請
は
あ
っ
た

の
か
。

　

今
年
度
は
10
件
の
申
請
が
あ
り
、
そ

の
う
ち
２
件
が
採
択
と
な
っ
た
。

　

介
護
基
盤
整
備
事
業
費
補
助
金
を
活

用
し
た
介
護
医
療
院
へ
の
転
換
に
つ
い
て
、

今
後
年
次
的
に
介
護
療
養
型
医
療
施
設
か

ら
介
護
医
療
院
へ
の
転
換
を
考
え
て
い
る
施

設
は
あ
る
の
か
。

　

国
の
施
策
で
令
和
５
年
度
ま
で
に
介

護
療
養
型
医
療
施
設
か
ら
介
護
医
療
院
へ
の

転
換
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
転
換
の
意
向
を

示
し
て
い
る
施
設

も
あ
る
。

　

付
託
さ
れ
た

全
議
案
に
つ
い

て
、
全
員
異
議
な

く
原
案
の
通
り

決
定
す
べ
き
も
の

と
し
た
。

【
議
第
20
号
】

令
和
元
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て
、

ど
う
い
う
内
容
で
、
地
区
別
に
ど
の
よ
う
な

状
況
で
や
っ
て
い
る
の
か
。

　

現
在
市
内
で
は
、
６
組
織
が
そ
れ
ぞ

れ
農
地
維
持
支
払
の
取
り
組
み
と
資
源
向

上
の
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

三
条
広
域
協
定
、
栄
広
域
協
定
、
下
田
広

域
協
定
の
３
組
織
が
資
源
向
上
の
長
寿
命

化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
組
ま
れ
た
の
は

栄
地
域
だ
け
だ
が
、
三
条
地
域
、
下
田
地

域
の
取
り
組
み
は
な
い
の
か
。

　

そ
の
他
の
組
織
に
関
し
て
は
、
今
年

度
加
算
措
置
の
取
り
組
み
を
行
わ
な
い
と
の

こ
と
で
、
今
回
の
補
正
の
対
象
外
と
な
っ
て

い
る
も
の
。

　

観
光
資
源
開
発
事
業
の
事
業
内
容
に

つ
い
て
、
新
た
な
地
域
農
産
物
の
発
掘
と
あ

る
が
、
ど
ん
な
農
産
物
を
把
握
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　

下
田
の
ウ
コ
ン
や
コ
ク
ワ
な
ど
、
お
馴

染
み
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
他
に
も
特
産
物

に
な
り
得
る
も
の
を
調
査
し
て
い
る
段
階
で

あ
る
。

　

債
務
負
担
行
為
補
正
に
つ
い
て
、
借

入
金
利
息
の
額
が
出
て
い
る
が
、
市
の
指
定

の
金
融
機
関
な
ど
と
協
議
を
し
て
出
し
た
の

で
は
な
い
の
か
。

　

限
度
額
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
実
績
か

ら
利
息
の
利
率
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
金

融
機
関
と
の
協
議
は
し
て
い
な
い
。

【
報
第
５
号
】

専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て（
平
成
30
年
度

三
条
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）

　

温
泉
保
養
交
流
施
設
等
整
備
基
金
積

立
金
に
つ
い
て
、
露
天
風
呂
の
改
修
な
ど
が

あ
っ
た
と
思
う
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
集
客
力

が
ア
ッ
プ
し
た
な
ど
、
何
か
良
い
方
向
に
向

か
っ
て
い
る
の
か
。

　

30
年
度
の
入
込
客
数
に
つ
い
て
は
、
26

年
度
に
比
べ
る
と
２
万
人
ほ
ど
落
ち
て
い
る

状
況
で
あ
る
が
、
29
年
度
に
比
べ
る
と
少
し

向
上
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
や
、
令

和
に
変
わ
っ
た
時
点
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
マ
ス

コ
ミ
に
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
少
し
集
客
が
上
が
っ
て
き
た
。

　

集
客
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
見
通
し
と

し
て
は
ど
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
増
加

し
て
い
く
よ
う
に
努

力
を
し
て
い
き
た
い
。

　

付
託
さ
れ
た
全
議

案
に
つ
い
て
、
全
員

異
議
な
く
原
案
の
通

り
決
定
す
べ
き
も
の

と
し
た
。
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常
任
委
員
会
　
　
　
　
レ
ポ
ー
ト

査審

各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に

つ
い
て
議
会
最
終
日
に
委
員
長
が

審
査
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

は
し
ご
車
で
は
10
階
ま
で
の

　
　
　
　
　消
火
活
動
を
想
定

総
務
文
教
常
任
委
員
会

野
嵜
久
雄 
委
員
長

体
育
文
化
会
館
の
柔
道
畳
は

　 国
際
柔
道
連
盟
公
認
規
格
に

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

小
林
　誠 

委
員
長

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

　
　
　
栄
地
域
２
組
織
を
支
援

経
済
建
設
常
任
委
員
会

山
田
富
義 

委
員
長



三条看護・医療・歯科衛生専門学校（仮称）

Sanjo City Council

今年12月完成予定の三条市体育
文化会館、分譲が始まった帯織街
苑、来年4月開校予定の三条看護・
医療・歯科衛生専門学校（仮称）、
造成中の工業流通団地です。いず
れも完成が楽しみですね!!

着々と !

議会を傍聴しませんか？
次の定例会の
開催予定は

8.16 
No.33
2019

市
民

のくらしと三条市議会をつなぐ一冊

９/３㈫～

今号の主な内容

議会だよりへのご意見・ご要望は、こちらまで。
電話：0256-34-5583  FAX：0256-33-8861
メール：gikaij@city.sanjo.niigata.jp 検 索三条市議会

インターネットでも情報発信中！

P.2~

P.4~

P.13

P.14~

令和元年(2019年)６月定例会（6月17日～７月１日）
三条市税条例等の一部改正
三条技能創造大学校舎棟建設建築本体工事　ほか

市政を問う
質疑・大綱質疑：三条市介護保険条例の一部改正について　ほか

討　　論：三条技能創造大学校舎棟建設工事に係る請負契約の締結について  ほか

一般質問：大型公共工事の現地を見て回って出された意見について　ほか　

報告
政務活動費収支：平成30年度政務活動費収支報告（平成30年5月１日～平成31年3月31日）

常任委員会審査レポート：はしご車では10階までの消火活動を想定　ほか

工業流通団地

三条市体育文化会館

帯織街苑

発行／三条市議会　編集／議会報編集委員会　責任者／議長  阿部銀次郎

三条市議会事務局
電話：0256-34-5583 F a x：0256-33-8861
https://www.city.sanjo.niigata.jp/ E-mail：gikaij@city.sanjo.niigata.jp

委 員 長／笹川信子
副委員長／馬場博文
　　　　　酒井　健　坂井良永　長橋一弘

議会報編集委員会

　９日　第94回北信越市議会議長会定期総会　～１０日（福
井県福井市）

１２日　議会報編集委員会
１７日　議会運営委員会
１８日　議会報編集委員会
２７日　議会報編集委員会

　７日　愛媛県西条市議会視察来条　７名
　　　　地方議会総合研究所研修[自由クラブ]
　　　　（東京都豊島区）
　９日　日本自治創造学会研究大会[清風クラブ]
　　　　～１０日（東京都千代田区）
１０日　埼玉県八潮市議会視察来条　７名
１４日　鳥取県米子市議会視察来条　４名
２０日　岩手県一関市議会視察来条　９名
２１日　千葉県千葉市議会視察来条　１名
２２日　静岡県焼津市議会視察来条　７名　～２３日
３０日　地方議員研究会セミナー[無所属]
　　　　～３１日（東京都新宿区）
３１日　長野県安曇野市議会視察来条　１名

１０日　各派代表者会議
　　　　議案概要説明会
　　　　議会運営委員会
　　　　高等教育機関調査特別委員会
　　　　市民福祉・総務文教・経済建設常任委員連合協議会
１１日　第95回全国市議会議長会定期総会
　　　　（東京都千代田区）
１２日　第118回市議会議員共済会代議員会
　　　　（東京都千代田区）
１４日　議会運営委員会
　　　　市民福祉常任委員協議会
１７日　本会議[全国市議会議長会表彰状伝達式、提案説明]
１８日　本会議[大綱質疑～委員会付託]
１９日　本会議[一般質問]
２０日　本会議[一般質問]
２１日　本会議[一般質問]
２４日　市民福祉常任委員会
２５日　経済建設常任委員会
　　　　経済建設常任委員協議会
２６日　総務文教常任委員会
２８日　各派代表者会議
　　　　議会運営委員会

　１日　本会議[委員長報告～採決]
　　　　議会運営委員会

この印刷物は、
植物油インクと再生紙を
使用しています。

　近年、記録的豪雨、記録的暑さが当たり前となり、今年から
災害時に、避難行動が容易にとれるよう、防災情報を解りや
すく提供する取り組みが始まりました。
　7.13水害から15年、7.29水害から8年が経過し、自助・共

助・公助についても、常に見直しを行っていくことが必要となっ
ており、議会でも活発な議論を行っています。この市議会だよ
りで、それらを感じていただければ幸いです。市民の皆さんの
ご意見・ご要望をお聞かせください。

4 月

5 月

6 月

7 月

　３日(火)　本会議　決算審査特別委員会設置、提
案説明

　５日(木)　本会議　大綱質疑～委員会付託
　６日(金)　本会議　一般質問
　９日(月)　本会議　一般質問
１０日(火)　本会議　一般質問
１１日(水)　市民福祉常任委員会
１２日(木)　経済建設常任委員会
１３日(金)　総務文教常任委員会
１７日(火)　決算審査特別委員会（市民福祉分科会）
１８日(水)　決算審査特別委員会（経済建設分科会）
１９日(木)　決算審査特別委員会（総務文教分科会）
２４日(火)　決算審査特別委員会
２６日(木)　本会議　委員長報告～採決

９月定例会日程
９月

議 会 日 誌

編 集 後 記

議員
表彰

　６月定例会の初日、永年にわたり市政発
展に尽力された功績を称え、全国市議会議
長会からの議員在職20年以上の特別表彰
が横山一雄議員に、議員在職15年以上の
一般表彰が小林 誠議員および佐藤宗司議
員にそれぞれ伝達されました。

小林  誠議員　　　 佐藤宗司議員　　　横山一雄議員
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